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不調のリスク 将来も

院長を務めるメンタルクリニックなごみ(福島県相馬市)では、震災が原因となる精神疾患は時間の経過とともに、今のところは減
精神科医

見えない仙台大体育学部健康福祉学科教授

っている。ただ、津波を見 来す場合がある。
たり、原発事故で避難を強いられたりした人の中には、地震や津波の発生が引き金となり、新たに不調を蟻塚 亮二さん被災者の心とケア専門家インタビュー氏家 靖浩さん

た。

昨年12月に青森県東方沖の地震で福島県沿岸部に津波注意報が出た。震災時の記憶がフラッシュバックして体調を崩す患者が多かっ原発事故で帰還困難区域

に指定された福島県浪江町津島地区の住民約500人の歴を対象に、心の健康状態を2019年に調べた。心的言っ外傷後ストレス障害(PTSD)のリスクが高い人は半数近くに上った。国内の他の災害と比べて、かなり高い割合だった。原発事故の特徴は避難先を何度も変えた人が多いこと。回数を重ねるほど心東日本大震災と東京電力福島第1原発事故は多くの人の心を深く傷つけた。癒えぬ痛みと、当事者はどう折り合って生きていけばいいのか。社会的な支援の枠組みをどう考えるべきなのか。医療と心のケアの専門家に聞いた。を受けた人もいれば、何と
中には、同僚を亡くし「自分だけが助かった」と罪の意識にとらわれる人がい族を亡くしたり、家や古里た。震災後に被災地に引っを失ったりして、受けた傷越してきて、当時の大変さが分からないと気にかける

も思わない人もいる。心のケアを求めているのは、家が自分にも他人にもはっき
自分にも他人にもはっきが分からないと気における

父の受け上の方は人に り分かる人だけではない。り分かる人だけではない。人がいた。
「心の復興」という言葉 価値観が変わった人もいには違和感がある。傷つきる。心身を無理に立て直す壊れた心を、建物のように必要はない。元に戻せと迫られているようだ。震災を機に生き方や

震災の受け止め方は人によって全く違う。強く衝撃
宮城県内で相談を受けた経験基に組織設置を
最近も一見、家族関係が原因のようで実は震災当時の出来事が絡む相談があった。「15年になるからもう大丈夫」と簡単に線引きは

の不調につながりやす
い。

診療を続けてきた沖縄では、戦後60年以上たってからる戦のラクマ (3からも戦争のトラウマ (心的外傷)でPTSDを発
できない。

症する人がいた。「つらいい。記憶は他人に理解できない」と思い込んで誰にも話さず、心の底に押し込んだままにしていると、将来的にPTSDになりやす考える人も改めて振り返る
被災体験や悲しみ、消えないもやもやを語り合う効果は大きい。心が整い、不

安がある程度和らぐ。自分 震災後に県が設置したみ
の悩みは震災に関係ないと

と、秘めたうごめきに気付くかもしれない。無理のない範囲で試してほしい。やぎ心のケアセンターが
た。
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時間がたってから心の不調に苦しむケースを防ごうと、20年から参加者同士で被災体験を共有するトークイベントを県内各地で開いている。事故や震災について、少人数でいいから安心して話し合える機会をもっと増やす必要があ(松村真一郎)をいったん閉じたが、知見を基に研究や診療を行う県こころのケアセンターを2004年に開設した。宮城県も経験を将来に生かす組織の設置を考えるべき災害時に心のケアを担うスタッフの負担は重い。震さては教でアランする災では激務でダウンする例があった。通り方をがあった。被災者の命を
を守るためにも、対応する自

職員や

組みづくりが重要要になる。(田柳暁)


